



























第 2章では高強度負ミュオン生成法として提案されている MERIT方式およびその原型となる ERIT
（Energy Recovery Internal Target）方式について記述している。これらの方式を用いて高効率な
パイオン（パイオンはミュオンに崩壊）等の二次粒子生成を実現するには、二次粒子生成反応以外
の要因による貯蔵中のビームの損失を減らすこと、すなわち高い貯蔵性能をもつ必要があることを




















































































3. 本研究で開発した G4Beamlineを基盤としたビームシミュレーションコードを用いて MERIT
方式に関する詳細な評価が可能であることが明らかとなり、今後の負ミュオン生成 MERITリ
ングの実現に向けた詳細な検討が可能となった。 
4. 世界で初の MERIT原理実証実験において、固定周波数加速と内部標的を用いた貯蔵の有効性
を検証する手法を確立し、必要な実験パラメータを決定した。 
5. 高強度負ミュオン生成法である MERIT方式の原理を実験的に検証し、その原理である固定周
波数加速と内部標的を用いた貯蔵の有用性を世界で初めて明らかにした。 
以上、本研究で得られたビーム物理学およびビーム工学分野における知見は、今後の MERIT方
式を用いた高効率かつ高強度の 2 次粒子生成のための加速器の研究開発を進める上で極めて有用
なものである。また、本研究により実用化への可能性が拓けた MERIT方式でのミュオン生成法は、
使用済み燃料中の長寿命核分裂生成物の核変換処理の解決策としての負ミュオン核変換のみなら
ず、ミュオンを用いた様々な研究分野に広く貢献できるものと期待されており、学術上、実際上
寄与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和２年４月
２日、論文内容とそれに関連した事項について諮問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基
準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
